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１．研究計画の概要 
 虚血性心疾患患者が、病院から自宅に戻る

退院移行期に生活の再編成に向け、どのよう

な試みをしているのかを明らかにする。本研

究では、生活の再編成への試みの性差を見出

すものである。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究の目的は、めまぐるしく生活環境が

変化する退院移行期に虚血性心疾患患者が

どのように生活の再編成を行っているのか、

質的かつ量的に記述・測定し、性差の視点か

らその特性を見出すものである。 

19 年度は、AMI 社アクチグラフ測定システ

ムを購入し、生活リズムの変化を測定すべく

時計型精密測定センサー（米国 AMI 社アクテ

ィグラフ）を用いてプレテストを行った。測

定モード、装着部位や装着日数などが課題と

してあげられたため、健常者での測定を継続

しながら測定方法を同定した。 

20 年度は、育児休業に伴い申請保留届を提

出し、研究活動を休止していた。 

21 年度は、研究を再開し、既存データの分

析や文献検討を行いつつデータ収集に向け

て、新たに研究協力体制を整備した。アクチ

グラフによる量的データの測定と併せて半

構造化インタビューを行い、入院前から退院

後の生活の変化について質的データも収集

している。これらのデータを、ミックスメソ

ッドを用いて総合的に分析し、現在、得られ

たデータから退院前から退院後の患者の生

活変化を明らかにしている。 

その成果の一部は、国際情報学会で発表し

た。なお、雑誌論文については、現在、英文

の専門誌に２つの論文を投稿中である（査読

結果待ち）。 
          

３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 2 年目にあたる 20 年度は、前述したように
私事により 1 年間研究を中止していた。 

21 年度は、健常者でのプレテスト結果を勘
案し、データ収集方法等を検討し直すことが
できた。 
虚血性心疾患患者のデータを収集するた

めに新たな施設に研究協力を依頼し快諾を
得た。循環器部長をはじめ、循環器病棟・外
来スタッフの協力体制が確立した。また学内
では所属分野の教授からデータ収集・分析方
法・論文作成など指導や助言を基に行なって
いる。さらに所属分野の研究補助者および大
学院生の協力を得て、収集したデータを分析
する体制も整備されたところである。 
調査対象者の研究協力期間は 1ヶ月程度で

あるが、これまでに途中辞退者はおらず、研
究に関するクレーム等もない。これらのこと
から、研究計画書通り、順調にデータ収集が
行えている。 
しかし、女性の虚血性心疾患患者は男性よ

りも 10 歳程度高齢で発症すること、合併症
を伴うことが多いことなどから、調査対象者
となる母集団が少ないため、得られたデータ
は女性が男性よりも少ない状況である。現在
の得られている対象者の比率は、男：女＝
３：１の割合であり、現時点では、対象者数
に違いがある。研究協力施設と連携を強固に
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して、さらにデータ収集に努めたい。 
 
４．今後の研究の推進方策 
１）19 年度・21 年度でアクチグラフ関連製
品を購入した。調査対象者数に応じて台数を
増やし、データ収集がさらにスムーズに行な
えるように研究体制を整えたい。 
２）引き続き、協力施設や所属分野教授と連
携する共に、効率良くデータ収集や分析を行
なえるようにしたい。 
３）結果の妥当性と信頼性を高めるために、
得られた結果を臨床で働く循環器医師や病
棟・外来看護師と検討し、考察や解釈の仕方
に偏りがないかを確認しながら行なう。 
４）文献検討を継続しながら、関係学会に参
加し、虚血性心疾患患者の生活再編成に関す
ることや生活リズム、性差等の新たな知見を
得るように努める。 
５）研究で得られた結果を国際学会で発表し、
議論し、今後の研究の示唆を得て、論文の投
稿にも努める。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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